
いずみ市民生協の

検査・検証する

生協：コープラボ

製造する

製造工場では原材料の

管理方法や衛生状態を

定期的に点検しています。

産地・メーカー

仕分ける

入荷商品の温度や期限を確認し、

いたずら防止のため、

外部侵入者の管理を

厳重にしています。

生協：物流センター

届ける

冷蔵、冷凍品の温度管理、

陳列商品の日付管理を

定期的に点検しています。

生協：店舗・配送センター

商品を企画する

組合員のニーズを反映し、

基準に適合した

商品を企画しています。

生協

お申し出を受ける

商品に不都合があった場合、

再発防止や被害拡大防止の

対応を行います。

組合員

定めた衛生基準に
逸脱がないか確認！

食品安全プログラムとは？

12の管理項目で
リスク管理

重要な管理ポイントを
決めています

独自の管理基準を
決めています

取扱い開始後も
品質チェック

商品の生産からお届け、その
後の対応までも含めてどこに
どのようなリスクがあるのか

洗い出し、12の管理項目に
分けて管理しています。

各管理項目に対して重要な

管理ポイントを設定して
います。
管理ポイントから外れた
場合は対策を実施し、改善に
努めています。

管理基準を策定し、
それに沿って判断を
しています。（食品品
質管理基準、食品表示
管理基準）

新規商品の取り扱い
開始時はもちろん、取
り扱い開始後も商品
の品質チェックをし
ています。

期限切れ商品の
販売はなかったか確認！

原材料は
トレース（追跡）
できるか確認！

食品表示は
正しいか確認！

声を大切に、
改善に向けて
取り組みます。

商品入荷時の
品温に異常が
なかったか確認！
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商品事故是正報告

商品 SOS これってなに？

Q

A

※ひと月遅れとなります

食品安全プログラム 重点管理項目不適合

※上記の項目は申告数であり、調査の結果で問題なしとなった数を含みます。

※１ｐｐｍ＝1/100万
※集約件数は商品事故件数ではなく、お申し出をいただいた件数です。
※異物混入箇所は食品工場以外に家庭での混入なども含んでいます。

商品の調達からお届け、その後の対応など、すべての工程で品質管理
や安全管理に必要な項目を明確にし、事故が起こる前の防止対策と
して重点管理項目を監視しています。1月度の不適合は15件でした。
管理基準の逸脱があった場合は、同様の基準外が発生しないために
是正処置を行います。

商品事故お申し出件数
2月度の商品事故お申し出件数は124件（前年比82.1％）でした。
その内、異物混入は42件（前年比76.4％）でした。

商品回収や注意喚起の連絡
商品回収や注意喚起などを商品利用者に対して電話やダイレクト
メールなどでお知らせした内容を報告します。

2月度の対象はありませんでした。

アルミホイルの原料であるアルミニウムは、水
や塩分、酸、アルカリなどに弱く、長時間触れる

と酸化腐食（さび）が発生します。この現象は、ホイルの
色が乳白色、茶褐色、黒色に変化し、ホイル同士がくっ
ついてやがて白い粉状に変化していきます。特に温度
や湿度の変化による結露がホイル内部に吸収される
ことで、腐食が進行します。ホイルの端は乾燥しやすい
ため、中央部が帯状に変色することが多いです。

重点管理項目

事故管理
金属・硬質プラスチック片の商品混入発生申告

合計

複数発生商品事故（同企画で3回）の発生

食品衛生法違反（微生物）

微生物管理基準（不合格ライン）違反

賞味期限・消費期限切れ商品の販売

店内加工品へ異物混入（毛髪・輪ゴムなど）

アレルゲン表示間違い

大量の不良品が配送された事案の発生

商品の仕分け作業時に昆虫・ゴミ・仕分け器具の混入

カッターで箱開梱時に商品を破袋させる

外気温上昇による品温異常

商品苦情（食品工場起因の商品事故）

検査管理

店舗

宅配商品

物流

食品工場

不適合件数

8
0
0
3
1
0
0
0
0
0
0
2
15

異物混入（合計60件 発生率4.0ppm）お申し出
内容

件数（件）

発生率 ppm

（内訳）

総合計変色容器・包装
異常

におい
味異常その他原料由来

（骨など）
金属毛髪虫

4
0.3

3
0.2

3
0.2
12
0.8
20
1.4
14
1.0
13
0.9

5
0.3

124
8.7

　

「アルミホイル」

ホイルの両端は普通ですが、
真ん中が白くなっています。

１ 湿気の少ない場所で保管してください。
２ 濡れた手で触らないでください。
３ 購入後はお早めにご使用ください。

保管の場所・期間に注意！
ポ
イ
ン
ト

調査報告

対策

1.

2.

3.

目視チェックを行う作業員を2名から3名に
し、きめ細かいチェックを行います。

チェック時の手元を照らす照明機器を強化
し、異物を発見しやすい環境を整えます。

柿の葉の生産者に今回の件を報告し、採
取段階のチェックを強化します。

虫は体長4㎜程度の羽のあるコバエのような
虫で、葉と寿司飯の間に付着していました。
柿の葉は、二度の流水洗浄で異物を取り除い
た後、目視で葉の表面の異物をチェックしま
す。その後、酢水を含んだシートで柿の葉を拭
いて除菌し再度異物を取り除いた後、柿の葉
で寿司飯と具を巻きます。

製造工程では寿司飯をラップで覆い、異物が
付着しないようにしています。そのため今回は
柿の葉に付着していた虫を洗浄工程で除去
できずに巻いてしまったため、製品に混入し
たと考えられました。

「柿の葉寿司」
お申し出
内容 葉っぱをめくると

虫が付いていました。

1月度報告 2月度報告

［品質管理］だより
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